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2012年11月17日
北大公共政策大学院シンポジウム
諸外国における社会保障改革福従レジームの新しいかたち

比較のなかのスウェーデン子育て支媛を中心に

宮本太郎(北海道大学)

1 福祉レジームの変容?収歎?再分岐?

20世紀聖徳割上国家一一一→雇用、家族、財政の婦らぎ一一→ 社会保障体制

社会民主主務レジーム{スウェーデン)

脱商品化高般家族化高

政府の大きな役割

政府・自治体のサービス供給

保守主義レジーム(ドイツ)

脱商品化中般家自主化低

家族と機織団体の大きな役割

社会保際重点非営事l組織大

自由主義レジーム(アメリカ)

脱商品化itt脱家族化中

市場の大きな役割

民間によるサービス供給

をめぐる新しい分厳つ

ノ
外見よの収数化

機支出御伽l傾向

集就労連E尊重世の所得保隙
傘家族支媛サービス路大

*公的財源のサービス給付

へのシフト民間委託鉱大

線社会保険の再編 ¥ っ
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2 各レジームのパフォーマンス
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4 世界経済フォーラム

国際競争力ランキング 2012

社会的支出のGDP比(2007)
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5子育て支援のレジーム類型

女性庖周の充実度
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 6 3つのレジームについてのデータ
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7 3つのレジームと保育所・幼稚園の利用率

0・2歳 3・5歳児

アメリカ 6 63 

イギリス 10.8 29.4 

カナダ 5 53 
y、イス u.a n.a. 

スウェーデン 。綴 o1・2歳 65 91 

ヂンマーク 0歳 91・2縫 78 94 

ノルウェー 0歳 21・2綴 40 82 

フfンフンr.: 0歳 11・2歳 36 67 

ドイツ 8.5 (旧西ドイツ2.7) 89.8 

フランス 38 100 

オーストリア H 85.2 

ベルギー 29.8 100 

日本 0機 81.2綾 27.6 {呆脊所40幼稚悶 50 

Kimberly Morgan， Workfng Mothers and the Wel目areStates， 
Stanford University Press， 2006のデータなどから作成
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8社会的支出の動向現金給付
却

，. 

16 

2・

。宝ご/ケ、

出回 円曲 19'); 1ぽ)() 1曲忘 却蝿 2岬?

9 社会的支出の動向サービス給付

‘.‘ 

" 

、簡

J t 

四回 .... 1描 2蜘 3臨 2棚

ーーーす』ストラ切ア

ーーカナダ

ーーーデンマーク

ーーーヲランス

ー-1'め

ーーイタリア

ーー-B怠

ーースh一平ン

イギリλ

ー- 7が拡m
・-()E田守'1'岡

-ーー方-;<.トラリア

ーー唱カナダ

ー-デンマーク

ーーーフランλ

-ーードイツ

ーーイタ押

ーーー自家

由一λウェーヂン

ーーイギリス

ーーーア〆リヵ

ーー醐OEtD-41司



シンポジウム I：諸外国における社会保障改革 

- 53 - 

 

 

 10家族政策の現金給付

四時 1.000 lOG~ 1僕泌 潟羽田

11 家族政策のサービス給付
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12スウェーデンにおける就学前教育と生涯教育の展開

1968年自治体成人教育を導入

1971年総合制高校がスタートし、一般教育と職業教育を総合的に扱う
カリキ斗ラム導入

1972年北欧同盟諸国からの労働移民の受け入れを停止

1975年就学前教育法が導入される

1976年保育所の定員を5年間で10万人増員決める

1977年高等教育法では、就労と高等教育の行き来を強めるリカレント
教育の理念が明確に打ち出される

1995年新保資法が自治体に対して、必要性が認められる保護者から
の申請に「放なき遅滞なくJ就学前教育サービスの供給を義務づけ

1996年就学前教育が教育省の管轄に

2001年失業世繕の子どもの就学前教育保障導入

2002年保育料に上限(マックスタクサ)導入

2003年 4・5歳児の年間525時間の就学前教育を無償に

13スウェーデン就学前教育指針98

-就学前教育の重要な課題は、子どもたちが、我々
の社会の価値を習得することを助けることである。
人間の生活が誰からも犯されない価値をもつこと、
個人の自由と尊厳、人間が平等であること、両性問

の平等、そして弱く傷つきゃすい者との連帯。こうし
た価値は、就学前学校が、子どもたちと一緒の活動
をすすめるなかで積極的に推し進めるべきものであ
る。

・就学前教育は多様な価値を受けとめ、それを表現
することを奨励しなければならない
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14女性労働力率日本とスウェーデンの対比
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 16近年の子育て支援の改革動向

スウヱーヂンにおける民問委託の拡大

保育サービス民間保育所園児 19905%→ 2005 17%非営
利は5割

国民党による市場主義的ジェンダ一平等化政策

「家事サービス支出控除J(2007) 5!lJ税控除サービス産業市湯育
成もねらい

「育休平等取得ボーナスJ(2008) 

キリスト教民主党による家族主義復権政策

「子どもケア手当J(2008) 1歳から3歳家族ケアに$000クローナ支

給可能

17先鋭化する福祉ショーピニズム

スウェーデン民主党の包会満席獲得 5・7%、20議席 (201O)

「スウェーデンの連帯型福祉モデルjを守るための移民排除、同化政策

魯蒙~義的ゼノフォビア「脱イスラム化J rスウェーデンには女性を短める宗教
は存在する余地はないj

他方で『より強〈自律的な家族j 男性の育児休業取得奨励に反対 f子どもケア手

当j倍額化主張
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 18まとめ

1共働き家族支援裂への改撃は各国ですすむこの点ではスウェーデンlまモデル

2 労働時間短縮や男性の育児休暇取得拡大などワークライフバランス的な

改革も加えて、キリスト教民主党や民主党の家族主義強化の動向

3供給体制ではむしろ従来の社会民主主義レジームのかたちから綴れた民間

委託がすすむ

4就学前教育の次元での包照政策が新しい課題にこの点も各国共通のアジェン

ダに


